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はじめに
ドクウツボ Gymnothorax javanicus (Bleeker, 1859)

は，主にサンゴ礁域の浅所に生息する大型のウツ

ボ科魚類である（波戸岡，2018）．本種はインド

から太平洋の熱帯・亜熱帯域にかけて広く分布し

（波戸岡，2013），日本国内では小笠原諸島，薩摩

半島，大隅諸島，および琉球列島から報告されて

いる（波戸岡，2013；本村，2023）．

2023年 11月 26日に和歌山県串本町で 1個体

のドクウツボが採集された．2023年 12月現在，

本個体は串本海中公園センターで飼育展示されて

いる．本個体は本州からの初記録であり，分布の

北限を更新する記録であるためここに報告する．

材料と方法
2023年 11月 26日に，和歌山県串本町須江の

須江崎沖水深 30 mからウツボ籠により採集され，

串本海中公園センターに搬入された．搬入時，メ

ジャーを用いて全長を測定した．本報告に用いた

生体標本（KMPC-102301F）は，2023年 12月現在，

串本海中公園センターで飼育展示されており，今

後死亡した際は串本海中公園センター（KMPC）

で液浸標本として保管する予定である．

結果と考察
Gymnothorax javanicus (Bleeker, 1859)

ドクウツボ（Fig. 1）
生体標本　KMPC-102301F，全長910.0 mm (2023

年 11 月 26 日計測 )，和歌山県東牟婁郡串本町須

江 須江崎（紀伊大島；33°26′56ʺN, 135°49′59ʺE），
水深 30 m，ウツボ籠，2023 年 11 月 26 日，福島
勝司．
同定　和歌山県串本町で得られた個体は，体

が伸長した円筒形でやや側扁する，背鰭始部が鰓
孔より前方にある，肛門が体のほぼ中央に位置す
る，吻がやや丸みを帯び，両顎は完全に閉じられ
る，歯はすべて鋭く，主上顎骨歯は 1 列で切縁に
鋸歯はない，体には地色より濃い多くの暗色斑が
ある，および鰓孔が黒く縁取られるなどの特徴が
波戸岡（2013）の示したドクウツボの特徴によく
一致したため，本種と同定された．
分布　本種はインドから太平洋の熱帯・亜熱

帯域にかけて広く分布する（波戸岡，2013）．日
本国内では小笠原諸島，薩摩半島，大隅諸島，お
よ び 琉 球 列 島 か ら 記 録 さ れ て お り（ 波 戸 岡，
2013; Koeda et al., 2016; Motomura and Harazaki, 

2017; 木村ほか，2017; Nakae et al., 2018；日比野，
2019；田中ほか，2020; Motomura and Uehara, 2020；
下瀬，2021；日比野ほか，2021；和田ほか，2021；
小枝，2022; Motomura, 2023），本研究により新た
に和歌山県串本町から記録された．
備考　ドクウツボの分布は「分布」の項に示

した通りであり，これまでの日本国内における分
布の北限は薩摩半島南部に位置する南さつま市
坊津町で撮影された写真に基づくものであった

（小枝，2022）．今回，和歌山県串本町から得られ
た個体は，本種の本州沿岸からの初記録であると
ともに，分布の北限を更新する記録である．本県

和歌山県串本町から得られた北限記録のドクウツボ
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串本町では 2014 年にも同町のダイバーにより本
種と思われる水中写真が撮影されているが，その
後目撃はされていない（谷口，私信）．串本周辺
海域は黒潮の影響を強く受けるため，本来南方に
分布する熱帯性魚類が偶発的に輸送されることが
知られている（松尾・國島，2021）．本種が本県
ですでに定着し再生産しているかは明らかではな
いが，九州以北における本種の記録は本研究の他
になく，和歌山県内においても観察例が 2 例しか
ないことを考慮すると，今回得られた個体は卵や
仔魚期の段階で黒潮によって南方域から偶発的に

輸送されたものであると考えられる．また，採集
された個体は全長 900 mm を越える小さくはない
個体であり，和歌山県における越冬の可能性も示
唆される．
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Fig. 1. Live individual of Gymnothorax javanicus (KMPC-102301F) collected from Wakayama Prefecture, Japan (A: dorsal view; B: lateral 
view of head).
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る情報をいただいた．以上の方々に，この場を借
りて厚く御礼申し上げる．
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